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3月号

国
に
求
め
る
意
見
書
が
採
択

最
賃
運
動
の
報
告

私
た
ち
の
要
請
に
よ
く
よ

く
応
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
県
議
の
一
人
で
す
。

仁
戸
田
県
議
他
の
民
主

県
政
県
議
団
の
議
員
は
、

最
大
会
派
の
自
民
党
県
議

団
他
の
み
な
さ
ん
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、

全
会
一
致
で
の
意
見
書
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
過
で
は
「
弱
い

と
こ
ろ
に
し
わ
寄
せ
が
行

く
」
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
は
、
中
小

零
細
企
業
の
支
援
と
労
働

者
に
届
く
政
策
、
格
差
是

正
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

計
費
を
調
査
し
、
若
者
が

自
立
し
て
生
活
し
て
行
く

に
は
ど
の
く
ら
い
の
最
低

生
計
費
が
必
要
か
な
ど
も

議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
最
低
賃
金
が
低
い
地

域
で
働
く
者
、
県
内
の
雇

用
を
支
え
る
地
域
の
中
小

企
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
深

刻
で
す
。
皆
様
か
ら
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
、
ご
要
望

を
頂
き
、
真
に
必
要
な
支

援
策
を
県
に
対
し
て
提
案

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

去
る
福
岡
県
議
会
９
月

定
例
会
に
お
い
て
、「
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小
企

業
支
援
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
」
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
議
長
名
で
県
議

会
の
意
思
と
し
て
総
理
大

臣
、
国
会
、
関
係
行
政
庁

に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
働
く
な
か

ま
の
皆
さ
ん
か
ら
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
要
望
を
頂
い
て
参
り
ま

し
た
の
で
、
私
自
身
安
堵

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
県
が
独
自
に
最
低
生

民
主
県
政
県
議
団
仁
戸

田
元
氣
県
議
に
意
見
書
採

択
の
ご
苦
労
話
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仁

戸
田
元
氣
県
議
は
福
岡
市

西
区
選
出
の
県
議
で
す
。

昨
年
１２
月
福
岡
県
議
会
で
「
賃
金
と

コ
ロ
ナ
対
策
」
を
国
に
求
め
る
意
見
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
民
主

県
政
県
議
団
（
２１
人
）
の
み
な
さ
ん
の

ご
奮
闘
で
実
現
し
ま
し
た
。
最
賃
議
連

の
地
元
国
会
議
員
の
山
本
幸
三
議
員
と

面
談
し
要
請
を
行
い
、
そ
の
他
の
地
元

国
会
議
員
に
も
要
請
を
行
っ
た
成
果
で

す
。

福
岡
地
区
春
闘
共
闘
連

絡
会
議
は
、
２
月
１９
日
に

一
日
通
し
て
地
域
総
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

福
岡
県
中
小
企
業
家
同

友
会
と
は
、
ウ
ェ
ブ
で
懇

談
を
行
い
、
川
畑
義
行
専

務
理
事
が
対
応
し
ま
し

た
。
事
業
者
の
立
場
は
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は

慎
重
で
は
あ
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
支

援
と
労
働
条
件
の
改
善
は

重
要
で
あ
る
こ
と
で
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。

福
岡
市
議
会
の
最
低
賃

金
の
意
見
書
採
択
要
請
行

動
で
は
、
自
民
党
福
岡
市

議
団
は
調
崇
史
市
議
が
対

応
し
、
党
内
で
協
議
し
て

対
応
し
て
い
く
と
回
答
し

ま
し
た
。市
民
ク
ラ
ブ
は
、

会
派
会
議
に
か
け
て
対
応

す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
山
口
ゆ

う
と
市
議
が
対
応
し
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
中

小
企
業
支
援
は
必
要
で
あ

り
、
意
見
書
採
択
に
向
け

て
対
応
す
る
回
答
を
得
ま

し
た
。
福
岡
令
和
会
は
、

は
し
だ
和
義
市
議
が
対
応

し
、
中
小
業
者
の
支
援
策

と
セ
ッ
ト
で
行
う
内
容
に

共
感
さ
れ
、
意
見
書
の
文

言
等
の
修
正
に
つ
い
て
は

助
言
を
依
頼
し
て
い
ま

す
。
緑
と
市
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
は
、
荒
木
龍

昇
市
議
と
森
あ
や
こ
市
議

が
対
応
し
、県
議
会
の「
中

小
企
業
支
援
・
最
低
賃
金

引
上
げ
の
意
見
書
」
を
一

歩
で
も
前
進
す
る
内
容
に

で
き
る
か
が
重
要
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
６

月
議
会
の
意
見
書
採
択
を

目
指
し
て
全
会
派
と
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
岡
県
市
長
会
、
福
岡

県
町
村
長
会
で
は
、
要
請

に
こ
た
え
る
立
場
で
は
な

い
と
し
な
が
ら
も
、
真
摯

に
懇
談
に
応
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃

合
の
中
止
、
公
契
約
条
例

の
必
要
性
、
最
低
賃
金
が

全
労
連
提
唱
の
１
，
５
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
の
経
済
効
果
が
２
，

０
６
１
億
円
に
上
る
こ
と

な
ど
資
料
に
基
づ
い
た
説

明
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
役
員
会
に
あ
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
春
闘
は
、
地
域

総
行
動
の
結
果
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
要
請
行
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

議会で答弁をする仁戸田元氣県議

県議会意見書
１．適切かつ着実な最低賃金引き上
げの継続及び地域間格差の是正を図
ること。
２．持続化給付金・家賃支援給付金
制度の継続等見直しを図ること。
３．事業者に対する税や社会保険料
を減免すること。
４．自粛要請・感染防止拡大に協力
した事業者に対する経済的支援及び
休業要請を行った際の補償をするこ
と。

民
主
県
政
ク
ラ
ブ

仁
戸
田
　
元
氣
県
議
員
よ
り

寄稿

コ
ロ
ナ
禍
こ
そ

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を

はしだ和義市議会議員に最賃意見書採択を要請
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今
年
は
、
遅
く
と
も
１０

月
ま
で
に
は
衆
議
院
総
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙

は
要
求
実
現
の
一
番
の
近

道
で
す
。
そ
れ
は
、
国
会

で
「
法
律
」
が
作
ら
れ
、

税
金
の
集
め
方
と
使
わ
れ

方
が
決
め
ら
れ
る
か
ら
で

す
。菅

政
権
が
誕
生
し
て
５

か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
菅
首
相
は
、
就

任
あ
い
さ
つ
で
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」を
唱
え
、

国
民
の
自
己
努
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
国
民
は
、

十
分
自
己
努
力
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
分
の
努
力
や

家
族
・
友
人
知
人
の
協
力

だ
け
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。衆

議
院
選
挙
の

争
点
は
、
大
企
業

や
株
価
の
上
昇
な

ど
を
優
先
に
す
る

政
治
で
は
な
く
、

労
働
者
・
国
民
の

仕
事
と
暮
ら
し
、
命
を
守

る
政
治
を
選
ぶ
か
が
争
点

で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
、「
社
会
保
障

が
ど
ん
ど
ん
切
り
崩
さ
れ

て
い
る
」
現
状
が
わ
か
り

ま
し
た
。
診
療
報
酬
が
下

が
る
、
保
健
所
が
減
ら
さ

れ
る
、
医
者
や
看
護
師
が

減
ら
さ
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ

が
直
撃
を
し
た
わ
け
で
す
。

今
度
の
衆
議
院
総
選
挙

で
は
、
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

労
働
者
を
守
る
社
会
を

つ
く
り
、
福
祉
国
家
を
つ

く
る
た
め
に
、
投
票
に
行

っ
て
現
政
権
か
ら
野
党
政

権
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

【
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
】

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
非

正
規
社
員
の
処
遇
改
善
と

正
社
員
化
を
長
年
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
２１
春
闘

で
は
、
郵
政
労
契
法
２０
条

裁
判
最
高
裁
勝
利
判
決

と
、
現
在
争
っ
て
い
る
全

国
集
団
訴
訟
を
運
動
の
中

心
に
、
諸
要
求
実
現
の
為

に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
武
器

に
闘
う
事
を
決
定
し
ま
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
禍
の

中
だ
か
ら
こ
そ
世
間
に
訴

え
る
べ
き
と
い
う
結
論
に

達
し
、
実
施
す
る
際
に
支

持
さ
れ
る
運
動
の
あ
り
方

を
討
議
し
て
い
ま
す
。

格
差
是
正
と
大
幅
賃
上

げ
を
獲
得
し
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
職

場
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
２１

春
闘
を
た
た
か
い
抜
き
ま

す
。

【�

建
交
労
関
西
合
同

支
部
福
岡
協
議
会
】

賃
上
げ
労
働
条
件
改
善

は
も
ち
ろ
ん
。
労
働
組
合

は
、大
所
帯
が
い
ち
ば
ん
。

去
る
２
０
１
９
年
全
労
連

総
が
か
り
に
も
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
が
結
果
は
０

増
、
し
か
し
こ
の
時
設
置

し
た
立
て
看
板
を
観
た
人

た
ち
（
主
に
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
）
か
ら
労
働
相

談
、
組
織
相
談
の
問
い
合

わ
せ
が
入
り
昨
年
２
０
２

０
年
中
に
は
２
名
増
、
２

月
末
に
も
２
名
か
ら
の
相

談
に
對
應
予
定
と
今
に
な

っ
て
あ
の
時
設
置
し
た
立

て
看
板
の
成
果
が
現
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
３
月
７

日
に
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

車
輌
パ
レ
ー
ド
を
６
年
ぶ

り
に
開
催
予
定
こ
こ
で
建

交
労
の
知
名
度
ア
ッ
プ

と
、
全
國
一
律
最
賃
１
５

０
０
円
す
ぐ
に
も
１
０
０

０
円
を
福
岡
市
民
に
訴
え

て
２
０
２
１
春
闘
を
盛
り

上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

【
福
祉
保
育
労
】

２１
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
　�

「
聴
き
と
る
対
話
」

で
仲
間
を
増
や
し
、

み
ん
な
の
力
で
要
求

を
実
現
し
よ
う

○
　�
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
活
動
を
停
め
ず

に
人
と
つ
な
が
り
、

い
の
ち
を
守
ろ
う

○
　�

職
場
・
地
域
で
共
同

を
ひ
ろ
げ
、
世
論
の

力
で
社
会
福
祉
政
策

を
転
換
さ
せ
よ
う

２
月
中
旬
に
厚
生
労
働

省
に
旬
陶
器
の
要
求
を
申

し
入
れ
し
、
３
月
５
日
の

中
央
行
動
に
て
国
か
ら
の

回
答
を
引
き
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
福
祉
保
育
労
働

者
の
処
遇
改
善
・
大
幅
な

人
員
確
保
な
ど
私
た
ち
の

要
求
に
真
面
目
に
答
え
る

も
の
で
な
け
れ
ば
、
３
月

１１
日
に
全
国
一
斉
（
ス
ト

ラ
イ
キ
を
含
む
）
行
動
を

展
開
す
る
予
定
で
す
。

【
全
印
総
連
】

２
０
２
１
　
春
闘
で
昨

年
を
上
回
る
成
果
を
勝
ち

取
ろ
う

〈
雇
用
を
守
り
、
大
幅
賃

上
げ
、
底
上
げ
の
両
方
を

や
り
遂
げ
よ
う
〉

基
本
方
針

○�

全
て
の
組
合
・
分
会
が

要
求
書
を
提
出
し
よ
う

（�

企
業
の
業
績
に
か
か

わ
ら
ず
要
求
書
を
提

出
す
る
。
要
求
額
は

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
も

生
活
実
態
に
合
わ
せ

た
要
求
額
に
決
定
す

る
。）

○�

企
業
内
最
低
賃
金
、
時

間
額
１
５
０
０
円
を
要

求
し
よ
う

（�

若
年
・
社
員
非
正
規

の
底
上
げ
を
図
り
、

残
業
し
な
く
て
も
生

活
で
き
る
資
金
を
目

指
す
）

○�

非
正
規
労
働
者
の
処
遇

改
善
要
求

（�

同
一
労
働
同
一
賃
金

既
定
の
中
小
企
業
へ

の
適
用
を
踏
ま
え
均

等
待
遇
の
現
実
を
目

指
す
）

○
組
織
の
拡
大

（�

非
組
合
労
働
者
、
非

正
規
労
働
者
の
要
求

を
く
み
上
げ
組
織
化

に
つ
な
げ
る
活
動
を

す
る
）

２
月
２
日
、
テ
レ
Ｑ
が

コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
状
況
を

取
材
に
来
ま
し
た
。
取
材

を
受
け
た
の
は
自
交
総
連

の
元
貸
切
バ
ス
乗
務
員
Ｍ

さ
ん
で
す
。

彼
の
勤
め
て
い
た
貸
切

バ
ス
会
社
は
、
外
国
人
観

光
客
専
門
で
し
た
。
中
国

武
漢
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
し
て
か
ら
旅
行
客

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぎ
、
２
月
、
３
月
の
賃
金

は
支
払
わ
れ
な
い
ま
ま
会

社
は
倒
産
し
ま
し
た
。
失

業
保
険
を
受
け
て
も
月
の

収
入
は
こ
れ
ま
で
の
半
分

に
も
満
た
な
い
た
め
、
生

活
は
一
気
に
困
窮
し
１
日

１
食
で
過

ご
し
て
い

た
そ
う
で

す
。最

近
、

や
っ
と
自

動
車
学
校

の
送
迎
乗

務
員
に
就

職
。
自
交

総
連
で
は
、

こ
の
間
組

合
員
の
自

死
な
ど
も
あ
り
、
交
通

産
業
全
体
に
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

コロナ禍で生活が
一気に困窮１日１食

テレＱの取材で労働状況を話す元貸切バス乗務員さん

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
原
発
ゼ
ロ
！
３
・
１１
福

岡
集
会

日
程
　
３
月
１１
日
（
木
）

場
所
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
公
園

警
固
公
園
集
会
　
１１
：
３０

～
１２
：
３０

天
神
一
周
デ
モ
　
１２
：
３５

～
１３
：
１５

●
福
岡
県
総
が
か
り
実
行

委
員
会
「
福
岡
県
集
会
」

日
時
　
３
月
１４
日
（
日
）

１３
：
００
～

場
所
　
冷
泉
公
園

争
点
は
命
を
守
る
政
治

〈
衆
議
院
選
挙
に
む
け
て
①
〉

〈私たちの春闘〉
コロナ禍だから賃上げを


